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いじめが児童・生徒の社会における大問題となっているノ　 「い
解決策を講じ、その防止に努めることはもちろん重要で ｜ め多い
る。しかし、解決策の講じ方には、違和感を感じるのは ｜ の社会あ る。しかし、解iﾖ1
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しては重要であると思えてならない。　　　　　　　　　 ｜与え・返す正の連鎖が成立するわけである。（近年は、こ
いじめの真相は、深層にある故、なかなかつかめないの ｜の最小規模の家庭という社会でも崩壊がみられるか･･。）
眠 蜀 犬であろう。どんなに入り組んでいようと、早急に ｜ この小さな環境をひとまわり大きな集団社会て昨 り、さら
真才目らしきものを見いだし、（人が嫌だと思うことを言っ ）こ拡げていくより方策はないと感じている。
たり、やったりすることは、すなわち『いじめ』なのだか ｜　損得勘定のない、自分さえよければでない、純降で根源
ら、相手力坏|央な思いをすることを絶対にしてはならない」 ｜的な豊かで居心地のよい空気が浸透した集団の環境を確立
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ちょっとだけ悪い気持ちをもって、人をからかった「い
めっ子」は、あるとき報復を被ることがある。「人の心
傷つけた」わけだから反論などできぬまま、いつしか
最上級のいじめの首謀者」へとまつりあげられていく。
分の思いを述べることははばかられ、周りから「あの子
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卜るべく、 「暴力」

というカをもって表していたのが多かったと思う。やられ
た方はたまったものではないため、頭のいいものは「暴力」
を用いずに理論で論破する形で報復する図力1生まれてくる。
やがて、子供たちも学んでしまった力ヽのように「みんなで

くちくや

る」とい

なくても相手を潰
Iられていく。責任
でやりこめる方策の所在を拡散し、微力であっても数の力てやりこめる万策

を作り上げてしまうのである。現在は、SNSの普及に伴い、
さらに顔の見えぬ形の方策へと変わり、SNSなら大勢でな
くとも（大勢であるかのように見せかけて）圧力を加える
ことができるという方法へと変わりつつある。このいじめことか できるという方法へと変わりつつある。このいじめ
の図式は、大人社会では全く圏 系ないといえるだろうれ

ると思う。
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けて早く終わらせて忘れたいだけなのかもしれない。「い
じめ」の真相なんぞはどうでもいいのである。
「いじめ」のない世界を望むなら、いじめる側といじめ
られる側の双方向からの思考を分析するべきであろう。い
じめたほうはどうい になりやすいのか、いじめら
れたほうはどういう気持ちになりやすいのか…。そしてそ
の当事者となる子供が「いじめ」と大人がi央めっける前に
自分たちで『いじめる側』「いじめられる側」双方を経験
すべきである。動物がじゃれあう中で獲得していく真理を
人間も学ぶべきであろう。食するものでないならば、そう
はとどめはささないと。

て久しくあるが、いじめもストレ
る。人間はどれだけ「ストレス」

じただろうか。ストレスを除くという
名目で何らかのメソッドを生み出し、それそのものがまた
新たなストレスを生じさ也 累積させてはいまい鱈 ナチュ
ラルにニュートラルに人が思考を結ばねば未来の扉は開か
ない。
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